
今

年

は

辰

年

１
月
１
日
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／
元
旦
倉
ノ
山
登
山

　
　
７
日
　
森
吉
山
樹
氷
観
賞
（
〜
３
月
11
日
）

　
　
15
日
　
雪
中
田
植
え

　
　
29
日
　
市
民
ス
キ
ー
大
会

２
月
11
日
　
も
ち
っ
こ
市
（
〜
12
日
）

３
月
21
日
　
万
灯
火

４
月
１
日
　
合
川
小
学
校
開
校

　
　
下
旬
　
熊
牧
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ
り
　

５
月
３
日
　
森
吉
山
山
開
き

６
月
上
旬
　
竜
ケ
森
山
開
き
／
太
平
湖
湖
水
開
き

／
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り

７
月
上
旬
　
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会

　
　
14
日
　
八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭（
〜
15
日
）

　
　
中
旬
　
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

８
月
７
日
　
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

　
　
14
日
　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ま
と
火
／

根
子
番
楽
／
市
民
盆
踊
り
大
会
（
〜

15
日
）

　
　
15
日
　
成
人
式

　
　
16
日
　
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し

　
　
下
旬
　
市
民
俗
芸
能
大
会

９
月
上
旬
　
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
／
縄
文
ま
つ
り

／
大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ

　
　
下
旬
　
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

10
月
上
旬
　
太
平
湖
紅
葉
祭

10
月
下
旬
　
市
産
業
祭
／
市
文
化
祭

11
月
上
旬
　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

12
月
下
旬
　
市
内
各
ス
キ
ー
場
開
き

平
成
24
年
の
主
な
行
事
予
定

たかのす太鼓まつり（９月） 森吉山樹氷観賞（１月～３月）

辰

た
つ

年
は
十
二
支
の
５
番
目
の

年
で
す
。
十
二
支
の
中
で

唯
一
の
架
空
の
動
物
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
方
角
は
東
南
東
の
方

角
、「
辰
の
刻
」
と
い
え
ば
、
午

前
８
時
頃
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、

十
二
支
の
5
番
目
に
当
て
ら
れ
た

の
は
、
動
植
物
が
ふ
る
い
た
つ
、

草
木
が
盛
ん
に
成
長
す
る
初
夏
の

意
味
か
ら
。
後
に
、
十
二
支
を
覚

え
易
く
す
る
た
め
に
竜
（
龍
）
の

字
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
竜
は
、「
大
蛇
に
似
て
、
四
足
、

つ
の
、
長
い
ひ
げ
の
あ
る
伝
説
の

動
物
」。
水
を
つ
か
さ
ど
る
能
力

を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
雲
を
お

こ
し
雨
を
降
ら
せ
、
春
分
に
は
天

に
昇
り
、
秋
分
に
は
淵
に
隠
れ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
四
瑞
の

一
つ
と
し
て
縁
起
の
よ
い
動
物
。

天
子
・
豪
傑
に
た
と
え
ら
れ
、「
竜

顔
」
は
天
子
の
顔
の
こ
と
。
将
棋

で
は
飛
車
が
成
り
立
っ
た
「
竜
王
」

の
略
で
、
馬
は
角
成
り
の
「
竜
馬
」

の
略
に
な
り
ま
す
。

　
こ
と
わ
ざ
に
は
「
竜
吟
ず
れ
ば
、

雷
起
こ
る
」、「
竜
の
雲
を
得
る
如

し
」、「
竜
虎
あ
い
撃
つ
」、
な
ど

が
あ
り
ま
す
。「
竜
頭
蛇
尾
」
は
、

最
初
の
す
ば
ら
し
い
勢
い
が
最
後

は
な
く
な
る
こ
と
、
頭
で
っ
か
ち

尻
す
ぼ
み
の
こ
と
。

　「
登
竜
門
」
は
、
黄
河
上
流
の

急
流
の
渓
谷
、
竜
門
を
登
り
切
っ

た
魚
が
竜
に
変
身
し
た
と
の
伝
説

か
ら
そ
こ
を
通
れ
ば
立
身
出
世
が

で
き
る
と
い
う
関
門
。
成
功
へ
の

一
歩
と
な
る
難
関
と
し
て
用
い
ら

れ
ま
す
。
竜
に
あ
や
か
り
難
関
に

挑
戦
し
て
突
破
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。 

　
今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
予
定
、
ま
た
、
自

立
鉄
塔
と
し
て
は
世
界
一
の
高
さ

（
６
３
４
ｍ
）
の
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
開
業
さ
れ
ま
す
。
勢
い
よ

く
空
に
登
っ
て
い
く
「
昇
龍
」
の

よ
う
に
、
今
年
一
年
が
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
―
。

謹賀新年

平成２３年　元旦

北秋田市長　　　津　谷　永　光
平成２４年　元旦

北秋田市長　　　津　谷　永　光

　あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、清々しい新年をお迎えのこととお慶び申し

上げます。

　さて昨年を振り返りますと、やはり３月１１日の東日本大震災を抜

きに語ることができません。長時間の停電や生活物資等の不足による

日常生活への影響はとても大きく、想像を絶する被災地の状況は我々

の心に大きな傷跡を残しました。

　当市には直接的な被害はありませんでしたが、昨年１月から大館能

代空港と福島空港と台湾とをそれぞれ結ぶ国際チャーター便により海

外観光客が増え始めた矢先のことでもあり、市内観光業をはじめ産業界全体の落ち込みはかなり

のものになってしまいました。

　このような状況ではありましたが、昨年は民間と行政出身の２名の副市長体制のもと、トップ

セールスにより積極的に北秋田を売り込むという目標の中、海外訪問をはじめ企業への訪問など

あらゆる機会を捉えて、北秋田のＰＲを行ってまいりました。その結果として、都内へのアンテ

ナショップの開設や、各メディアにおいて秋田内陸線や森吉山阿仁スキー場並びに北秋田産の特

産品などを大いに特集して頂くことができましたし、さらには既存誘致企業による新規企業誘致

に匹敵するほどの雇用拡大へと結びつけることができました。

　本年も引き続き北秋田を売り込んでいくことはもちろんのこと、来て頂いた観光客の皆様が「ま

た北秋田に来たい」と心から満足して頂けるような、接遇の質の向上等の受け入れる側の態勢を

しっかりと整えて、平成２５年秋の大型観光キャンペーンである秋田観光ディスティネーション

キャンペーン（ＤＣ）及び本年開催のプレＤＣに向けた取り組みを行ってまいります。

　また、昨年４月の秋田北鷹高等学校の開校は、たくさんの高校生による中心市街地の新たな賑

わいを生みだしてきており、秋田大学との連携による北秋田分校の事業展開の中で、大学や高校

のみならず、小中学生をも巻き込んだイベントなども行われるなど、若い方々の取り組みが地域

に大きな刺激と活力を与えてくれました。今年もこのような機会を活かしながら、若者の視点に

よる地域活性化のアイデアを取り入れ、中心市街地さらには市全体の活性化につなげてまいります。

　さらに今年は、４０年近くに及ぶ長きに渡る市民の悲願でありました森吉山ダムがいよいよ完

成となり、ダム湖である森吉四季美湖は奥森吉観光の玄関口として新たな賑わい創出が期待され

ておりますし、昨年より建設が進められております米内沢小学校も完成予定となり、北秋田市民

病院の門前薬局については本年の開設に向けての一定の目途をつけることができました。

　まだまだ解決すべき課題はございますが、ぶれずに先送りすることなく、今年得た繋がりをさらに

充実させ、メリハリのある事業展開を行うことによって、市全体が元気を取り戻せるような取り組み

を進めてまいりたいと考えておりますので、市民の皆様のより一層のご理解とご協力をお願い申し

上げますとともに本年もよい一年になりますことをご祈念申し上げて、新年のご挨拶といたします。
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